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「freee-mcp」、「freee開業」に対応し、AIとの対話での手続きが可能に 

 ～ 日本初、日常的なAIとの対話で開業手続きを完結。疑問解消からe-Tax申請まで一気通貫 
～ 

 
freee株式会社（本社：東京都品川区、CEO：佐々木大輔、以下「freee」）は、AIエージェントから
freeeの各種APIを直接操作できるMCPサーバー「freee-mcp」が、新たに「freee開業」に対応し
たことをお知らせします。 
日本国内の民間企業が一般向けに提供する開業支援サービスにおいて、MCPを経由し、外部
AIとの対話によって開業関連書類（個人事業の開業・廃業等届出書および所得税の青色申告承
認申請書）を作成できるサービスとして日本初（※1）となります。 
 
（※1）日本初：自社調べ（2026年9月時点、デスクリサーチおよびWeb調査）。 

 

 
■日本初、日常使いのAIとの対話で開業手続きが完了 
従来の開業手続きでは、「青色申告」と「白色申告」の違いをはじめ、「屋号は必要か」「開業日は

いつにするか」「事業内容をどう記載するか」など、判断が必要な項目が多くあります。専門用語

を調べながら慣れない書類を一人で作成する負担が大きく、手続きの途中でつまずきやすいこと

が課題でした。 
こうした課題を解決するため、「freee-mcp」は「freee開業」に対応しました。AIとの対話を通じて
必要な情報を整理し、「調べる・悩む・書く」にかかる負担と、手続きに対する心理的なハードルの

軽減を目指します。 
本機能では、日常的に利用する外部AIのチャット画面上で、AIを「最初の相談相手」として活用で
きます。開業に関する疑問の解消から、開業届・青色申告承認申請書の作成、スマートフォンを

 



 

用いたe-Tax申請またはPDF出力まで（※2）を、一気通貫で行うことが可能です。事前知識や検
索の手間を抑え、最短5分で手続きを完了します。 
 
freeeは2026年3月にAIエージェントからfreeeの基幹業務を操作可能にするMCPサーバー「
freee-mcp」を公開し（※3）、これまで会計・人事労務をはじめ、10領域においてAI連携を推進し
てまいりました。 
今回、11領域目となる開業領域において、「freee開業」が本規格にOSS版・リモート版を含めて
対応しました。この対応により、freeeが提供するPublic API数は487件となります。freeeは、幅広
い領域でAPIを公開し、AIが扱いやすいデータ環境を統合的に提供していることを強みとしてい
ます。 
このAIとの強固な協調を通じて、ユーザーの方々へ最大の価値を届ける次世代のSaaS企業へ
と進化を続けてまいります。freeeは今後も「人間にとっていかに使いやすいか（Done by You）」
から「AIにいかに任せ切れるか（Done for You）」の体験を提供していきます。 
 
（※2）書類の出力・オンライン申請はWeb版のfreee開業およびスマホアプリからご利用いただけ
ます 
（※3）freee、AIエージェントからfreeeの基幹業務を操作可能にするMCPサーバー「freee-mcp」
をOSSとして公開： 
https://corp.freee.co.jp/news/20260302freee_mcp.html 
 
 

 

 
 
■「freee開業」に対応した「freee-mcp」のメリット 
「調べて入力する」から「AIと対話するだけ」へ 
従来のように必要な情報を自分で調べてフォームに入力することなく、自然言語によるAIとの対
話だけで開業手続きを進めることができます。AIがユーザーに寄り添い必要な情報を整理しなが
ら開業手続きをサポートします。 
 

https://corp.freee.co.jp/news/20260302freee_mcp.html


 

送信前の確認・承認プロセスで、安全な手続きを支援 
入力ミスや意図しないデータの送信を防ぐため、PDFプレビュー等による「確認・承諾」の安全制
御の仕組みを実装しています。送信前に内容を確認できるため、専門知識がない方でも、青色

申告特別控除（65万円）の適用に必要な申請などを進めやすくなります。 
 
■非エンジニア層への展開と、開業手続きに留まらない事業伴走 
第1弾となる今回のリリースでは、Claudeの公式Connectorとして登録された「freee開業」を接続
することで利用が可能になります。 
さらに将来的には、手続きの完了をゴールとせず、freee会計への接続や、事業に必要な準備の
サポートなど、開業後の事業にも伴走していく構想を立てています。ユーザーの属性や事業規模

に応じて個人事業主か法人設立かの最適な提案を行ったり、次にどんなことをすべきか先回りし

て能動的にリマインドするなど、起業・副業層を継続的に支援できる状態を目指します。 
 
■freeeが提供する「D4U（Done for You）テクノロジー」とは 
AIから最も使いやすいSaaSであるfreeeだからこその、スモールビジネスが安心してAIに業務を
任せられる仕組み。「人間にとっていかに使いやすいか（Done by You）」が重要だった時代か
ら、AI時代においては「AIにいかに任せ切れるか（Done for You）」という体験を届けることが重要
です。D4Uテクノロジーは、4つの価値（低コスト設計、持続的な成長モデル、高い安全基準、信
頼できる実行力）を通じて、この「AIに任せ切る」という新しい業務体験の実現を目指しています。 
freee AI特集ページ：https://www.freee.co.jp/ai/  
 
 
■freee株式会社　会社概要 
会社名：freee株式会社（商号：フリー株式会社） 
代表者：CEO　佐々木大輔 
設立日：2012年7月9日 
所在地：東京都品川区大崎1-2-2 アートヴィレッジ大崎セントラルタワー21F 
https://corp.freee.co.jp/ 
＜経営者から担当者にまで役立つバックオフィス基礎知識＞https://www.freee.co.jp/kb/ 
＜freee株式会社最新の求人一覧＞：https://jobs.freee.co.jp/ 
 
freeeは「スモールビジネスを、世界の主役に。」というミッションのもと、だれもが自由に経営でき
る統合型経営プラットフォームを実現します。日本発のSaaS型クラウドサービスとして、パート
ナーや金融機関と連携することでオープンなプラットフォームを構築し、「マジ価値」を提供し続け

ます。 
 

＜報道関係者からのお問い合わせ先＞ 
freee株式会社　広報（PR）神力実由花 

Tel&SMS:090-3384-7282 E-mail: pr@freee.co.jp 
※その他の皆様からのお問合せは下記フォームよりお問い合わせください 

https://freee.my.site.com/HelpCenter/s/ 
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